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四日市市障害者体育センター 広報紙

新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。四日市市障害者体育センター職員一同、少しでも多くの方々に当館でスポーツを楽しんで頂けるよう、精一杯精進させて頂きます。さて、令和5年最初の体育センター通信は、 NPO法人聖母の家学園福祉会 生活介護事業所かしの木様と昨年11月26日土曜日に当館を舞台として開催された、放課後等デイサービスりんぐりんぐ鈴鹿様の運動会の様子を特集させて頂きます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

今月の特集は・生活介護事業所 かしの木・放課後等デイサービスりんぐりんぐ鈴鹿運動会です。
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活 団動 体 紹介コーナー

No.18

四日市市内で活動されている団体を
ご紹介します。

NPO法人 聖母の家学園福祉会 生活介護事業所 かしの木
●放課後等デイサービスりんぐりんぐ鈴鹿様・運動会の様子

●最近のトピック

今回は主に1～3ページ目の紙面づくりを担当させて頂きましたが、如何でしたでしょうか？また、ご意見・ご感想等お待ちしております。(髙橋)今回はかしの木様の取材を担当しました。利用者の方々に歓迎されたり、積極的に話しかけてくださるなど、明るく楽しい印象を感じました。（長谷川）

編集後記編集後記

●団体・施設の詳しい活動内容

四日市市障害者体育センターで令和4年11月26日土曜日に当館利用団体の一つである、放課後等デイサービスりんぐりんぐ鈴鹿様が運動会を開催してくれました。今回は運動会当日の様子を紹介させて頂きます。このように四日市市障害者体育センターは運動会の会場として利用することも可能です。(唯、用具の準備・片付け等は利用団体様各自でお願いいたします。)また、興味がわきましたら、検討してみてください。

放課後等デイサービスりんぐりんぐ鈴鹿様、今回は当館で運動会を楽しんで頂き、本当にありがとうございました。

２０２０年６月、聖母の家学園の生徒の卒業後の進路・居場所として、学園生活で経験したことをそのまま生かせる場所として、学園生徒の保護者と先生が主体となって設立しました。学園と関わりが深いため利用者に卒業生が多いことや、イメージも聖母の家学園の卒業生が主に利用している印象が強いですが、学園と関わりのない方も利用しています。また、学園関係以外の方にも、もっと当事業所を利用してほしいという思いがあります。

利用者の得意なことや興味に合わせて、一人ひとりが違う作業をしています。外の作業では、市内１５カ所のミニコンビニへの納品作業、四日市メリノール学院や近場のマルシェでの販売、畑作業を行い、内の作業では、紙パックを再利用したはがき作り、裂き織り（裂いた布を使った織物）、飾りやコースターなどの製作、自主的に作りたい物を決めて作る自主作業を行っています。これらの作業以外にも、利用者が昼ご飯の献立を考え、みんなで材料を買いそろえて調理を行ったり、散歩に出かけることもあります。

12/16にきょうされんの全国配信企画「LIVEぴいちく」にて、かくし芸を発表しました。12/23には、四日市市文化会館で行われた芸術文化祭にて、「つばめ」「ダイナミック琉球」などの歌唱や踊りを披露しました。また、以前より活動が増えて現在の場所が狭くなってきたため、令和５年２月頃に笹川地区へ事業所を移転し、聖母の家学園に近くより広い場所で活動していきます。

発表の為に原稿を作成しています。


